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ＳＤＧｓ登録認証制度ロゴマーク等制作業務委託 仕様書 

 

１ 業務名 
ＳＤＧｓ登録認証制度ロゴマーク等制作業務委託 

 

２ 業務目的 
本市は２０１８年にＳＤＧｓ未来都市に選定され、また「岡山市第六次総合計画後期中期計

画」において各施策をＳＤＧｓと紐づける等、全庁をあげてＳＤＧｓ達成に資する取組を行う

とともに、市民団体、事業者等の取組も支援してきた。 

本年１２月末に、 企業の取組を促進させ、地域の活性化を図る制度として、ＳＤＧｓ達成に

貢献する事業者を本市が審査、登録するＳＤＧｓ登録認証制度「岡山ＳＤＧｓ推進パートナー

ズ【仮称】）」の募集を開始する。これにあわせて、本市のＳＤＧｓ推進の取組の発信や市民・

事業者等へのＳＤＧｓの理解浸透を図るためのロゴマークと、ＳＤＧｓ登録認証制度「岡山Ｓ

ＤＧｓ推進パートナーズ【仮称】」の募集開始に関する広報資材を制作するものである。 

※ＳＤＧｓ企業認証制度「岡山ＳＤＧｓ推進パートナーズ【仮称】」については、別紙１「岡

山ＳＤＧｓ推進パートナーズ【仮称】について」を参照のこと。 

 

３ 業務の委託期間 
契約締結日から令和４年１２月１６日まで 

 

４ 適用範囲 
  ＳＤＧｓ登録認証制度ロゴマーク等制作業務委託仕様書（以下「本仕様書」という。）は、岡

山市が受託者に委託する本業務全般の基本的内容について定めるものである。 

  また、本仕様書に明記されていない事項でも、必要と思われるものについては、本市監督員

（以下「監督員」という。）と協議の上、受託者の責任において誠実に履行すること。 

 

５ 法令・条例等の適用 
  受託者は、業務の実施にあたり、次に掲げる法令・条例等はこれを遵守しなければならない。 

（１）岡山市契約規則 

（２）岡山市個人情報保護条例 

（３）その他の関係法令 

 

６ 秘密の保持 
（１）受託者は、業務上知り得た秘密・個人情報を本業務以外の目的に使用し、又は第三者に

漏らしてはならない。 

（２）受託者は、業務の遂行にあたっては、「岡山市個人情報保護条例」及び「岡山市情報セキ

ュリティポリシー」を遵守し、取得した個人情報は、その取扱いに最大限の注意を払う

こと。 
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７ 知的財産権等 
（１）受託者は、委託の目的物が著作権法（昭和４５年法律第４８号）第２条第１項第１号に

規定する著作物（以下「著作物」という。）に該当する場合には、当該著作物に係る受託

者の著作権（著作権法第２１条から第２８条までに規定する権利をいい、第２７条、第

２８条に定める権利を含む。）を、当該著作物の引渡し時に岡山市に無償で譲渡するもの

とする。 

（２）受託者は、委託の目的物が著作物に該当する場合において、岡山市並びに岡山市より正

当に権利を取得した第三者及び当該第三者から権利を承継した者に対し著作者人格権

（公表権、氏名表示権、同一性保持権）を行使しない。 

（３）受託者は、成果品に第三者が権利を保有する素材（タレント等の著名人、キャラクター、

音楽等）を使用する場合には、受託者の負担により岡山市と当該第三者との間でライセ

ンス契約の締結等、必要な措置を講じ、今後、成果品を岡山市が利用・複製する際に、

団体・個人の同意や同意に伴う金銭の支払いが発生しないようにすること。 

（４）受託者は、著作権、特許権、実用新案権、意匠権、商標権その他日本国の法令に基づき

保護される第三者の権利・利益及び肖像権、パブリシティ権その他法的保護に値すると

されている第三者の権利・利益の対象となっている素材・材料、履行方法等を使用する

ときは、その使用に関する一切の責任を負わなければならない。 

（５）委託の目的物に対し、第三者からの権利の主張、損害賠償請求等が生じたときは、岡山

市の責に帰すべき事由による場合を除き、受託者の責任と負担によりこれを処理解決す

るとともに、岡山市に損害が生じた場合にはその損害を賠償しなければならない。 

 

８ 損害の賠償 
本業務遂行中に、受託者が岡山市若しくは第三者に損害を与えた場合又は第三者から損害を

受けた場合は、直ちに岡山市にその状況及び内容を書面により報告し、すべて受託者の責任に

おいて処理解決するものとし、岡山市は一切の責任を負わない。 

 

９ プロジェクト管理 
  受託者は、岡山市の視点に立って、本業務が効率的かつ適正に実施されるように、すべての

工程におけるプロジェクト管理（各作業の進捗状況の把握、岡山市が見落としがちな要件の指

摘、品質レビューの実施、課題・問題点の早期発見と解決策の検討・実施、岡山市への迅速な

状況報告等）を徹底すること。 

  プロジェクト管理を行う者は、十分なコミュニケーション能力を持つのみならず適切な課題

解決策、方法論を提案でき、実績や知見、新たな発想等に基づいて、円滑・確実にプロジェク

ト推進できる能力を有すること。また、プロジェクトの要員の作業分担と作業量を適切に把握・

管理し、計画の遅れが生じるなどの課題・問題等が発生した場合は、早急に原因を調査し、要

員の追加や担当者の変更等、体制の見直しを含むリカバリプランを提示し、岡山市の承認を得

た上で、これを実施すること。 
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１０ 契約時の提出書類 
受託者は、本業務を実施するにあたり以下の書類を作成し、岡山市の承諾を得なければなら

ない。 

（１）委託業務着手届 

（２）委託作業表 

（３）業務責任者届 

（４）課税事業者届出書 

（５）委託業務一部再委任通知書（本業務の一部を再委任する場合に限る。） 

 

１１ 委託業務の内容 
  本業務の基本的な内容は、下記のとおりとし、岡山市と調整のうえ業務を進めること。 

 

（１）岡山市のＳＤＧｓ推進において使用するロゴマーク（シンボルマーク、ロゴタイプ、
ロゴマーク）のデザインの制作 

  以下のとおり、シンボルマーク、ロゴタイプ、ロゴマークのデザイン等を制作すること。 

 

   ア シンボルマークの制作 
・ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）をイメージしたデザインであること。 

・ＳＤＧｓの１７色を使用していること。 

・岡山市の特徴（例：風土、自然、歴史、文化、風景、動植物等）をイメージできる

デザインであること。 

・企業等が活用しやすい洗練されたデザインであること。 

・ＳＤＧｓ登録企業が名刺等で活用することも想定されるため、名刺に掲載した場合

（１センチメートル四方程度）でも認識できるデザインであること。 

・別紙２「他自治体ロゴマーク例」を参照のこと。 

 

    イ ロゴタイプの制作 
     ・以下の文字列のロゴタイプを制作すること。 

       「岡山市」 「岡山」 「OKAYAMA CITY」 「OKAYAMA」 

「SDGs」 「SDGs 未来都市」 「SDGs Future City」 

「岡山ＳＤＧｓ推進パートナーズ」 

     ・アのシンボルマークとの組み合わせで使用することを想定した、洗練されたデザイ

ンとすること。 

    

   ウ ロゴマーク（シンボルマークとロゴタイプの組み合わせ）の制作 
    ・上記アのシンボルマークとイのロゴタイプの組み合わせ例を制作すること。 

     ※委託者は上記組み合わせ例以外のパターンでも自由に組み合わせを行うことがで

きる。 
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エ ロゴマーク使用にあたってのマニュアルの作成 
マニュアルには次の項目を記載すること 

  ・ロゴマークのコンセプト 

  ・シンボルマーク 

  ・ロゴタイプ 

  ・ロゴマーク（シンボルマークとロゴマークの組み合わせパターン） 

 ・シンボルマーク及びロゴタイプのマーク表示色の指定（カラー・モノクロ含む） 

・ネガティブ（反転）表示パターン 

・余白（アイソレーションエリア）の設定 

・使用書体 

・最小使用サイズの設定 

・禁止事項の設定 

 

    オ 先⾏商標調査 
      ア、イ、ウで制作したデザインが商標登録されていないか調査を行うこと。 

 

カ 成果品の提出 
（ア）提出方法 

制作したシンボルマーク、ロゴタイプ、ロゴマーク、マニュアル、先行商標調

査結果報告書の電子データをＣＤ-Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ等電子媒体で提出すること。 

ファイル形式は、以下のファイル形式等で提出すること。 

 

・シンボルマーク、ロゴタイプ、ロゴマーク 

→ＡＩ及びＪＰＥＧ 

・シンボルマーク、ロゴタイプ、ロゴマークの背景が透過したもの 

→ＰＮＧ 

       ・マニュアル 

         →ＰＤＦ及び印刷したものを２部 

       ・先行商標調査結果報告書 

         →ＰＤＦ及び印刷したものを１部 

 

     （イ）提出期限  令和４年１２⽉７日（水） 

     （ウ）提出場所  岡山市役所本庁舎７階ＳＤＧｓ・ＥＳＤ推進課 

 

    キ 注意事項 
     以下の注意事項は上記（１）ア、イ、ウで制作したデザインにすべて適用する。 

（ア）本業務において制作された成果品の著作権等は岡山市に帰属する。また、同成

果品について岡山市は事前の連絡なく加工及び二次使用できることとする。 

（イ）描画ソフトにより作成されたもののみを審査対象とする。（手描き等は不可）。 

（ウ）デザインはオリジナルの未発表作品とし、第三者の著作権や商標、その他の権

利を一切侵害しないものであること。 
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（エ）他のコンペや募集への二重応募や、岡山市の同意なしに他に公表すること、他

用途に用いることは認められない。 

（オ）政治的、宗教的、商業的、反社会的な要素や、誹謗中傷、公序良俗に反する内

容を含むものは審査の対象外とする。 

  

 （２）ＳＤＧｓ登録認証制度「岡山ＳＤＧｓ推進パートナーズ【仮称】」広報動画の制作 
令和４年１２月末頃から応募を開始する予定のＳＤＧｓ登録認証制度「岡山ＳＤＧｓ

推進パートナーズ【仮称】」の応募開始を周知するための動画を制作すること。 

 

    ア 目的 

      当動画は岡山駅東西連絡通路、岡山駅南地下道、イオンモール岡山での放映を前提

としており、放映時間は１５秒、音声なしという条件のため、同制度募集開始の詳細

を説明するものではなく、同制度が創設されたこと、募集が始まっていることの２点

を端的に伝えることを目的としている。 

 

    イ 映像構成 

     ・静止画（パワーポイントのような簡易なアニメーション効果を含む）３枚程度の 

スライドショー形式の動画とする。 

     ・静止画に表示したい内容を委託者から受託者に提示するので、委託者と協議の上、

受託者が上記アの目的に沿った静止画とそれらを繋ぎ合わせた動画を制作すること。 

 

    ウ 動画規格 

      以下の４種類のモニターでの放映が可能なファイルをそれぞれ制作すること。 

     （ア）岡山駅南地下道壁面 

向き     86 インチ液晶 横向き 

ファイル形式 WMV9（Windows Media Video 形式）  

サイズ    H720×W1280 ピクセル 

 

（イ）岡山駅東西連絡通路突出し 

向き     70 インチ液晶 縦向き 

ファイル形式 WMV9(Windows MediaVideo 形式) 

サイズ    H1280×W720 ピクセル 

 

（ウ）岡山駅東西連絡通路壁面 

向き     55 インチ液晶 横向き 

ファイル形式 WMV9（Windows Media Video 形式） 

サイズ    H720×W1280 ピクセル  

     

 （エ）イオンモール岡山 

         向き     縦向き 

         フィル形式  MP4 
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サイズ    H1920×W1080 ピクセル 

 

    エ 動画の長さ  １５秒 

 

    オ 音声     上記ウ（ア）～（エ）のいずれも不要 

 

    カ 成果品の提出  

     （ア）提出方法 

  上記ウ（ア）～（エ）の電子データを収録したＣＤ-Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ等の電子媒

体を３つ提出すること。 

 

     （イ）提出期限  令和４年１２⽉１６日（⾦） 

  

     （ウ）提出場所  岡山市役所本庁舎７階ＳＤＧｓ・ＥＳＤ推進課 

 

キ 著作権等 

        本業務において制作された成果品の著作権は岡山市に帰属する。また、同成果品

について岡山市は事前の連絡なく加工及び二次使用できることとする。 

 

 （３）ＳＤＧｓ登録認証制度「岡山ＳＤＧｓ推進パートナーズ【仮称】」広報用フライヤー・
ポスターの版下の制作と印刷 
令和４年１２月末頃から応募を開始する予定のＳＤＧｓ登録認証制度「岡山ＳＤＧｓ推

進パートナーズ【仮称】」の応募開始・制度を周知するためのフライヤーとポスターの版下

の制作と印刷。 

 

    ア フライヤー仕様 

・作成部数  ２０，０００ 枚 

・仕上り寸法 Ａ４版 

・印刷形状  両面印刷 

・用紙    再生コート紙 ７３㎏ 

・印刷色   両面カラー 

 

    イ ポスター仕様 

     ・作成部数  ５０ 枚 

・仕上り寸法 Ｂ２版 

・印刷形状  片面印刷 

・用紙     再生コート紙 １１０㎏ 

・印刷色      カラー 

 

    ウ フライヤー・ポスター共通仕様 
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・オフセット印刷とすること。 

・フライヤーは１００枚ごとに目印を付けること 

・作成された成果品の著作権は岡山市に帰属する。また、同成果品について岡山市は

事前の連絡なく加工及び二次使用できることとする。 

・グリーン購入法適合製品であること（但し、やむを得ず基準を満たさない物品等を

調達する場合は、基準を参考として第三者機関の認定する環境ラベル製品又はこれ

と同等のもので環境負担ができるだけ小さい物品を調達するように努めること） 

・グリーン購入法適合製品である場合、環境に配慮した製品であることが分かるよう、

各種ロゴマーク等を記載すること。（校正時に確認） 

 

    エ フライヤー、ポスターの記載内容・デザイン 

     ・フライヤー及びポスターに記載する内容を委託者から受託者に提示するので、委託

者と協議の上、デザインを制作すること。 

     ・フライヤーは両面、ポスターは片面のため、フライヤーのデザインをそのまま使用

することはできない。ポスター用のデザインも必要。 

 

オ 成果品の提出  

     （ア）提出方法 

  印刷したフライヤーとポスターの現物に加えて、フライヤーとポスターの版下

の電子データをＣＤ-Ｒ、ＤＶＤ－Ｒ等電子媒体で提出すること。電子データの形

式はＡＩ及びＰＤＦ（余白のないもの）の両方を提出すること。 

 

     （イ）提出期限  令和４年１２⽉１６日（⾦） 
 

     （ウ）提出場所  岡山市役所本庁舎７階ＳＤＧｓ・ＥＳＤ推進課 

              ※フライヤー及びポスターの一部については、ＳＤＧｓ・ＥＳＤ

推進課以外の場所の納品となる場合あり。 

 

カ 著作権等 

        本業務において制作された成果品の著作権は岡山市に帰属する。また、同成果品

について岡山市は事前の連絡なく加工及び二次使用できることとする。 

 

１２ 作業経過の報告 
（１）本業務の実施期間中において、受託者は岡山市と緊密な連絡に努め作業を遂行しなけれ

ばならない。また、岡山市は必要に応じて本業務の実施状況を調査し、又は報告を求める

ことができることとする。なお、打ち合わせで決定し、又は岡山市が指示した事項等につ

いて、受託者は定期的に、その進捗を報告すること。 

（２）本業務の実施中にトラブルが発生した場合には、必要な処置を講じるとともに、直ちに

岡山市に報告しなければならない。また、処置を行った場合は、処置後に報告書を提出す

ること。 



8 

 

 

１３ 協議等 
（１）本業務を適正かつ円滑に実施するため、受託者は各々の業務について岡山市と常に密接

な連絡に努め、本仕様書に記載のない事項及び疑義が生じた場合は岡山市と受託者で協

議の上、岡山市の指示に従い業務を遂行すること。 

（２）岡山市において必要と認めたときは、作業の変更又は中止をすることがある。この場合

の変更について、委託契約書に明記されていない場合は変更後の条件を両者の協議によ

り定めるものとする。変更・中止により受託者に損害が生じたときは、岡山市はこれを

賠償する。 

（３）岡山市は，本業務（再委託した場合を含む。）の履行につき著しく不適当と認められると

きは，受託事業者に対してその理由を明示した書面により，必要な措置をとるべきこと

を要求することができる。受託者は，上記要求があったときは，当該要求に係る事項に

ついて対応措置を決定し，その結果を要求のあった日から１０日以内に岡山市に書面で

回答しなければならない。 

 

１４ 再委託 
本業務について再委託が必要となる場合は、事前に再委託範囲及び再委託先を岡山市に提示

し、その承認を得ること。なお、再委託範囲は受託者が責任を果たせる範囲とし、再委託先に

問題が生じた場合は受託者の責任において解決すること。 

 

１５ その他 
（１）業務上必要な打合せは適宜行うことができることとする。 

（２）受託者は委託内容において確認事項がある場合は、書面により岡山市に提出し確認を行

うことができることとする。 

（３）受託者は本業務中に事故があった場合は所要の処置を講ずるとともに事故発生の原因及

び経過、事故による被害の内容等について直ちに岡山市に報告すること。 

（４）業務内容等は、企画競争時点におけるものであり、最適提案者との協議の上、変更を加

えることがある。 

 


